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私
は
こ
と
ぶ
き
大
学
に
入
門
し
て
、
早

六
年
に
な
り
ま
し
た
。
大
き
な
輪
の
中
に

入
れ
て
い
た
だ
き
、
沢
山
の
友
達
も
出
来

ま
し
た
。
苦
し
い
と
き
、
悲
し
い
と
き
、

心
中
を
話
せ
る
友
の
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

と
て
も
力
強
い
も
の
を
感
じ
、
毎
日
を
楽

し
く
、
生
か
さ
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
こ
と
ぶ
き
大
学
の
講
師
に
は
立
派
な

先
生
方
が
お
み
え
に
な
り
、
講
話
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
。
幅
広
い
角
度
か
ら
色
々

な
事
が
学
べ
る
こ
の
喜
び
。
今
日
は
ど
ん

な
事
を
、
話
し
て
く
だ
さ
る
の
だ
ろ
う
か

と
、
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
公
民
館
へ
向
か

う
私
で
す
。
あ
る
時
は
涙
し
、
あ
る
時
は

腹
の
底
か
ら
笑
い
、
時
に
は
童
心
に
返
り
、

懐
か
し
い
歌
を
口
に
す
る
時
、
最
高
の
幸

福
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
９
月
19
・
20
日
は
、
こ
と
ぶ
き
大
学
研

修
旅
行
も
あ
り
、
車
中
で
は
、
道
川
内
先

生
が
行
く
先
々
の
説
明
を
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
聞
く
こ
と
、
見
る
物
、
知
ら
な

い
事
ば
か
り
で
、
只
々
キ
ツ
ツ
キ
の
ご
と

く
、
頭
を
コ
ツ
ン
コ
ツ
ン
す
る
ば
か
り
で

し
た
。
（
中
略
）
佐
多
岬
の
ホ
テ
ル
で
は
、

皆
さ
ん
、
十
も
、
二
十
も
、
サ
バ
を
読
ん

だ
よ
う
な
ア
ロ
ハ
服
を
着
て
、
ハ
イ
ビ
ス

カ
ス
の
花
園
に
酔
い
し
れ
な
が
ら
踊
る
、

小
原
節
や
炭
坑
節
の
足
の
軽
さ
。
普
段
の

足
腰
の
痛
み
は
ど
こ
へ
や
ら
。
本
当
に
楽

し
い
一
夜
を
、
人
生
の
一
ペ
ー
ジ
に
つ
づ

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
健
康
で
い
る
限
り
、
こ
と
ぶ
き
大
学
に

通
い
、
勉
強
や
趣
味
に
と
、
一
日
一
日
を

大
事
に
、
楽
し
く
、
生
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
文
集
「
す
わ
や
ま
」
よ
り
引
用

生
涯
学
習
だ
よ
り

生
涯
学
習
だ
よ
り
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高
齢
者
中
央
大
学
夏
期
講
座
　　　

　　　　　　　　　　　　　　受
講
生
募
集

【
講
座
期
日
】

　
　
７
月
31
日(

水
）
～
８
月
４
日(

日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
泊
５
日

【
講
座
内
容
】

　
一
般
教
養
・
保
健
福
祉
学
科
の
抜
粋

講
座
（
全
11
講
座
）

（
予
定
）
鹿
児
島
の
歴
史
・
自
然
と
の

　
ふ
れ
あ
い
・
温
泉
の
効
用
・
寝
た
き

　
り
に
な
ら
な
い
た
め
に
・
消
費
生
活

　
の
知
恵
な
ど

【
受
講
対
象
者
】(

定
員
30
名
）
　
　

次
の
各
項
目
全
て
に
該
当
す
る
者

（
１
）
概
ね
60
歳
以
上
の
県
内
在
住
者

（
２
）
地
域
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

　
　
期
待
で
き
る
意
欲
の
あ
る
人

（
３
）
と
き
わ
木
学
園
や
市
町
村
公
民

　
　
館
講
座
・
高
齢
者
大
学
等
で
学
習

　
　
経
験
の
あ
る
者

【
宿
泊
費
】
一
泊
１
１
４
０
円
程
度

　
　
　
　
　
食
費
別
で
実
費
負
担
　
　

【
申
込
締
切
】

　
　
平
成
15
年
６
月
29
日
（
日
）

【
申
込
先
】
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
59-

５
０
３
０

　『鶴
田
っ
子
学
び
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を

全
児
童
生
徒
に
配
付

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
週
五
日

制
の
も
と
で
の
土
曜
・
日
曜
日
の
子
供

た
ち
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
『
鶴

田
っ
子
学
び
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
と
『

鶴
田
っ
子
学
び
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
』
を

作
成
し
、
町
内
の
全
児
童
生
徒
に
配
布

し
ま
し
た
。

　
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
表
は
、
町
内
の
教
育
・
運
動
施
設
や

史
跡
を
紹
介
し
た
り
、
子
供
た
ち
に
関

係
す
る
行
事
を
載
せ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

表
を
収
録
し
た
り
し
た
も
の
で
、
子
供

た
ち
が
遊
ん
だ
り
何
か
調
べ
た
り
す
る

と
き
に
参
考
に
な
る
よ
う
な
内
容
に
し

て
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
と
一
緒
に
家

族
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

鶴
田
町
中
学
生
派
米
事
業

　　　　　　　　　　参
加
者
大
募
集
!

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
か
ら
、

夏
休
み
を
利
用
し
て
町
内
の
中
学
生
を

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
派
遣
す
る
鶴
田
町

中
学
生
派
米
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
夏
休
み
期
間
中
の
約

一
か
月
間
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
西
海

岸
地
区
の
州
）
に
中
学
生
を
派
遣
し
て
、

現
地
の
一
般
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し

な
が
ら
、
英
語
の
学
習
を
し
た
り
、
外

国
の
暮
ら
し
や
文
化
な
ど
を
学
ん
だ
り

し
て
も
ら
い
、
帰
国
後
、
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
で
町
の
国
際
交
流
な
ど
に
貢
献

し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。
費

用
に
つ
い
て
は
、
町
の
人
づ
く
り
基
金

を
利
用
し
て
、
研
修
費
の
８
割
を
町
が

負
担
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
鶴
田
中
学

校
ま
た
は
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
　
59-

３
１
１
１
内
線
３
１
１
）
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
（い
き
い
き
　　

団
体
）に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
本
年
度
の
自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
は
、

書
道
、
短
歌
、
ダ
ン
ス
、
手
芸
、
婦
人

学
級
、
水
墨
画
、
盆
栽
、
読
書
な
ど
、

十
八
団
体
が
加
入
さ
れ
ま
し
た
。
気
の

合
う
仲
間
と
あ
な
た
も
一
緒
に
学
習
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、

後
日
、
各
家
庭
に
配
付
予
定
の
「
鶴
田

の
生
涯
学
習
案
内
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

前
期
花
苗
配
付
に
つ
い
て

　
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
花
苗
の
配
付

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
各
団
体
の

責
任
者
は
、
確
実
に
苗
の
受
け
取
り
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
期
日
】
５
月
23
日(

金)

　
　
　
　
11
時
00
分
～
17
時
30
分

【
場
所
】
中
央
公
民
館
横
広
場

※
　
植
え
込
み
前
に
、
花
壇
の
準
備
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

「ひ
っ
と
べ
」好
評
上
映
中
！

｢

幸
せ
は
笑
い
と
と
も
に
や
っ
て
く
る｣

　
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明

館
で
は
、
三
遊
亭
歌
之
介
さ
ん
主
演
の

映
画
「
ひ
っ
と
べ
」
が
文
化
庁
優
秀
映

画
支
援
作
品
に
決
定
し
た
こ
と
か
ら
記

念
上
映
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
◎
５
月
３
日
（
祝
）
４
日
（
日
）

14
日
（
水
）
15
日
（
木
）
16
日
（
金
）

６
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
以
降
の
上
映
も
予
定

「
端
午
の
節
句
と
土
人
形
展
」

の
ご
案
内

　
宮
之
城
町
歴
史
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、

特
別
展
と
し
て
「
端
午
の
節
句
と
土
人

形
展
」
を
左
記
の
日
程
で
実
施
い
た
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
４
月
27
日(

日)

～
５
月
31
日(

土)

　 
 

　

　
ふ
る
さ
と
の
「歴
史
の
道
」を

  

一
緒
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か

　
今
ま
で
、
紫
尾
の
「
室
町
の
道
」
や

「
秀
吉
の
道
」
、
鶴
田
合
戦
の
陣
営
地

な
ど
を
た
ど
り
な
が
ら
自
然
や
文
化
財

探
訪
の
散
策
を
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
柏
原
地
区
の
史
跡
の
ほ

か
、
近
代
農
業
の
苦
労
を
示
す
耕
地
整

理
碑
や
田
の
神
め
ぐ
り
を
実
施
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
散
策
を
し
な
が
ら
、
先
人
の
協
調
性

や
文
化
財
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
主
　
催
】
文
化
庁
・
県
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
鶴
田
町
教
育
委
員
会

【
共
　
催
】
町
文
化
財
保
護
審
議
会

【
協
　
賛
】
町
郷
土
史
研
究
会

【
期
　
日
】

　
平
成
15
年
５
月
24
日(

土)

　
　
　
　
　
　
８
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　
※
雨
天
中
止(

小
雨
決
行)

【
集
　
合
】
柏
原
小
学
校
　
８
時
30
分

【
対
　
象
】
小
学
四
年
生
～
成
人

　
　
　
（
小
三
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

【
バ
ス
便
】
町
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
利
用

　
（
往
路
）
鶴
田
小
発
　
８
時
　
　
　
　

　
　
　
　 

 

紫
尾
小
発
　
８
時
20
分

　
（
復
路
）
柏
原
小
発
　
11
時
40
分

　
　
　
　
　
往
路
と
逆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
紫
尾
小
・
鶴
田
小
）

【
順
　
路
】

　
柏
原
小
↓
山
下
の
石
塔
群
・
神
社
↓
頌

徳
碑
↓
柏
原
一
番
地
↓
市
場
の
田
の
神
↓

用
水
路
↓
耕
地
整
理
碑
・
石
塔
↓
渋
谷
氏

の
石
塔
↓
鎮
守
神
社
と
五
神
像
↓
大
願
寺

薬
師
堂
跡
↓
鐘
楼
跡
↓
長
岡
城
跡
↓
大
願

寺
開
山
堂
跡
↓
大
願
寺
耕
地
整
理
碑
↓
興

禅
寺
跡
↓
小
路
下
手
の
田
の
神
↓
早
馬
の

石
塔
↓
柏
原
小
（
解
散
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
申
込
先
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
・
中
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
は
各
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
。
成
人
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
社
会
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
59-

２
０
２
２

　
こ
と
ぶ
き
大
学
、開
講

 
 

本
年
度
の
受
講
生
は
、
４
月
10
日
現

在
、
合
計
１
４
１
人
。
平
均
年
齢
は
、

72
歳
。

　
本
講
座
は
、
平
均
月
一
回
、
午
前
中

に
福
祉
・
交
通
規
則
・
教
養
・
同
和
教

育
等
、
様
々
な
講
話
が
あ
っ
た
り
、
研

修
旅
行
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
薩
摩

町
と
の
野
外
・
学
習
交
流
会
も
あ
り
ま

す
。
午
後
は
、
こ
と
ぶ
き
公
民
館
講
座

と
し
て
、
踊
り
・
大
正
琴
・
手
芸
・
書

道
・
民
謡
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
六
つ
の
自

主
的
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
趣
味
を

楽
し
む
講
座
が
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
、
受
益
者
負
担
の
原
則

に
た
ち
、
自
分
た
ち
で
受
講
料
等
を
ま

か
な
う
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
の
趣
味
講
座
は
、
こ
と
ぶ
き
大

学
生
以
外
の
方
も
受
講
で
き
ま
す
。

　
講
座
生
は
、
月
一
回
の
こ
と
ぶ
き
大

学
に
出
席
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
、
待

ち
遠
し
く
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う

で
、
出
席
者
の
顔
は
生
き
生
き
と
し
て
、

語
ら
い
も
は
ず
ん
で
い
ま
す
。

　
自
分
の
人
生
は
、
自
分
で
つ
く
る
と

い
う
意
気
込
み
と
充
実
感
い
っ
ぱ
い
の

風
景
で
す
。

　
今
か
ら
で
も
、
こ
と
ぶ
き
大
学
や
講

座
の
受
講
は
で
き
ま
す
の
で
社
会
教
育

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


